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浜岡原子力発電所の概要

Copyr i g h t  ©  Chubu  E lec t r i c  P ower  Co . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d .4

・敷地面積は約160万㎡（東西に約1.6km 南北に約1km）です。
・１～４号機は沸騰水型軽水炉（ＢＷＲ）、５号機は改良型沸騰水型軽水炉（ＡＢＷＲ）です。
・現在、1,2号機は廃止措置中、3,4号機は適合性確認審査中、5号機は海水流入事象対応中です。

１号機(54万kW) ２号機(84万kW)

３号機(110万kW) ４号機(113.7万kW)

５号機(138万kW)

廃止措置中
（2009.1.30運転終了）

2015.2 燃料搬出 完了
現在、原子炉領域周辺設備解体中

安全性向上対策実施中

新規制基準への適合性確認審査

2015.6.16 申請 2014.2.14 申請

安全性向上対策実施中

海水流入事象対応中

浜岡原子力発電所の規模
静岡県

(富士川以西：60Hz区域)

最大電力 361.7万ｋＷ 406.0万ｋＷ
（３～５号機の総電気出力） 【2016年8月9日】

年間電力
需要

220億5,700万ｋＷh 205億858.3万ｋＷｈ
発電電力量（震災前の３年度平均 ※ ） 【2016年度実績】

※：2006年度～2008年度

内閣総理大臣要請を受けて停止（4号機2011.5.13、5号機2011.5.14)

使用済燃料乾式貯蔵施設

設置変更許可申請審査
（2015.1.26申請※）

※ 「4号機申請書」に追記



4号機 適合性確認審査の状況
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4号機 適合性確認審査の状況

審査事項 地震・津波等に関する事項 プラントに関する事項

審査会合
の回数

共通：2回

70回 63回

主要な審
査項目

○ 地震、津波、火山
地下構造、地質構造、
基準地震動、
基準津波、
地盤斜面の安定性、
火山影響評価 等

○ 設計基準事故対策
内部溢水、内部火災、外部火災、
竜巻 等

○ 重大事故等対策
確率論的リスク評価、有効性評価、
解析コード 等

最近の開
催状況

【2023年9月29日】（66,67回）

基準地震動の策定

地震以外の要因による津波

【2023年12月1日】（68回）

地震による津波

【2024年1月26日】（69回）

歴史記録及び津波堆積物に関する調査

【2024年2月9日】（70回）

プレート間地震の津波評価および地震による津波

【2019年12月12日】（61回）
格納容器過圧破損防止対策の検討状況
（BWR電力合同）

【2020年1月23日】（62回）
格納容器過圧破損防止対策の検討状況
（BWR電力合同）

【2020年3月19日】（63回）
格納容器過圧破損防止対策の審査の進め方
について原子力規制委員会より説明受

（BWR電力合同）
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4号機 適合性確認審査の状況（地震・津波）
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概ね了承

コメント対応中

今後実施

敷地内の断層（Ｈ断層系）

（解説図）地震発生様式

評価結果
を反映

【地震の審査の流れ】

地
震
発
生
様
式

※詳細な調査による断層の有無にかかわらず考慮する地震動

基準津波

①

②

敷地内の断層（H断層系） ③

【津波の審査の流れ】

【地質の審査】

歴史記録・津波堆積物

1月26日の審査会合

12月1日、2月9日の審査会合
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歴史記録・津波堆積物に関する調査

概ね5~10m

調査結果：

各調査から

推定される

津波高 ：

*1 保守的にイベント堆積物を
すべて津波堆積物と評価

津波痕跡高

概ね5~10m
（約50箇所）

津波堆積物の標高

概ね0~5m
(7箇所)

津波堆積物*1の標高

約0~8ⅿ
(2箇所)

東北沖地震等の知見に基づく津波
堆積物の分布標高と津波高の差

＋0~2m

文献調査

遠州灘沿岸域

有史以降

文献調査

遠州灘沿岸域

完新世

現地調査

敷地及び敷地周辺

完新世

推定される津波高

概ね5~10m
（遠州灘沿岸域）

推定される津波高

概ね5~10m
（遠州灘沿岸域）

歴史記録及び

津波堆積物

から推定され
る津波高 ：

歴史記録に関する調査 津波堆積物に関する調査

津波堆積物に関する現地調査津波堆積物に関する文献調査歴史記録に関する文献調査

調査項目：

対象範囲：

対象年代：

歴史記録・津波堆積物に関する調査では、歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

を評価し、最終的に基準津波と比較してそれより下回っていることを確認します。

基準津波との比較8

現地調査対象
次頁にて説明



歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高
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当社が保守的に設定したイベント堆積物※の評価について、
3/25,26に現地でボーリングコアなどをご確認いただきました。

最大クラスの津波による海岸線の津波高と、歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高との比較 ボーリングコアの一例（敷地-13）

内閣府の最大クラスモデルによる津波高(参考)

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルによる津波高

津波堆積物から推定される津波高
（津波堆積物の最大標高+0~2mの高さを幅で示した）

歴史記録から推定される津波高
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安政東海

昭和東南海

痕跡再現モデル

東海

東海・東南海

東海・東南海・南海

5地震

宝永

安政

調査の結果、歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高を概ね5～10ｍと評価しました。

参考

原子力規制委員会による現地調査

※高潮・洪水・土石流等の津波以外の要因も考えられるが、津波起因である可能性も示唆される堆積物

1m

深浅



「 ②基準津波」の審査状況
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基準津波は、 「地震による津波」、「地震以外の要因による津波」および「津波発生要因の組合せ」により策定します。

１ プレート間地震の津波

(敷地に対する影響が最も大きい) ２ 海洋プレート内地震の津波

４ 地すべりによる津波 5 火山現象による津波

地震による津波

津波発生要因の組合せ

地震以外の要因による津波

基準津波1  プレート間地震による津波と ３海域の活断層による地殻内地震の津波、
1  プレート間地震による津波と 4  地すべりによる津波 の組合せ

１ プレート間地震の
津波評価

（ 海抜 22.7m ）

２ 海洋プレート内
地震の津波評価

（ 海抜 6.1m ）

３ 海域の活断層による
地殻内地震の津波評価

（ 海抜 6.2m ）

４ 地すべりによる
津波評価

（ 海抜 6.3m ）

５ 火山現象による
津波評価

（ 海抜 2.9m ）

2024年2月9日 概ね了承

３ 海域の活断層による
地殻内地震の津波

これまでの状況

津波発生要因の組合せ評価の結果について説明予定今後の審査

2023年9月29日 概ね了承

これまでの状況

2023年12月1日 概ね了承

これまでの状況

これまでの審査で津波発生要因の組合せの評価方針について概ね理解これまでの状況



浜岡原子力発電所の津波評価について
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４地すべりを発生要因
とする津波

津波影響が支配的と
考えられる津波発生要因

プレート間地震との組合せを
検討する要因

それぞれ組合せを検討

３ 海域の活断層による地殻内地震

（海抜6.2m）

１ プレート間地震の津波

３海域の活断層による地殻内地震の津波

津波審査に関するヒアリング（審査会合前に行われる事実確認）において、これまでの審査
でご理解いただいた津波発生要因の組合せの評価方針に基づき評価を行い、津波発生要因の
組合せ評価※１の結果は敷地前面の最高水位が海抜25.2m※２となることを示しました。

今後の審査会合で、この津波発生要因の組合せ評価の結果を説明していきます。

津波発生要因の組合せ評価

４ 地すべり
（海抜6.3m）+

１ プレート間地震
（海抜2２.７m）

+ 最高水位
海抜2５.２m

※１ 内閣府モデルを踏まえたプレート間地震の津波に対し更に地すべりなどの他の津波発生要因を組合せた保守的な評価
※２敷地前面の防波壁を仮想的に高さを伸ばした壁面で津波が遮られることによって生じる最高水位（敷地東側の一部）



基準地震動・基準津波等の審査対応スケジュール
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2023年9月、基準地震動について概ね了承されました。今後は基準津波の早期策定を目指し、
その後の「プラント施設の審査」が早期に再開できるよう取り組んでまいります。

並行して、H断層系が将来活動する可能性のある断層等ではないことが認められるよう対応してまいります。

原子炉設置変更許可の審査 2022年度
2023年度

上期 下期

地
震
・
津
波
の
審
査

①基準地震動

②基準津波

③敷地内の断層
（H断層系）

プラント施設の審査

概ね了承▼



浜岡原子力発電所1,2号機 廃止措置計画について
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第３段階の申請について
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3月14日、第3段階へ移行するための計画がまとまったため、廃止措置計画の変更
認可申請を国へおこないました。

第１段階 第２段階 第３段階 第４段階

解体工事準備着手 原子炉領域周辺設備 解体撤去着手 原子炉領域 解体撤去着手 建屋等 解体撤去着手

2009年度～ 2015年度～ 2024年度～ 2036年度～

燃料搬出

①汚染状況調査、除染等 ②周辺設備の解体 ③原子炉領域の解体 ④建屋等の解体

建屋等解体撤去

原子炉領域解体撤去

完了目標
（2042年度）

使用済燃料搬出完了（2014年2月）
▼ ▼新燃料搬出完了（2015年2月）

汚染状況の調査・検討

系統除染

放射線管理区域外の設備・機器の解体撤去

原子炉領域周辺設備解体撤去

放射性廃棄物の処理処分（運転中廃棄物又は解体廃棄物）
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解体対象の追加

第３段階では、原子炉領域である炉内構造物や原子炉圧力容器等および原子炉領域周辺設備
である原子炉格納容器を解体します。

発生する廃棄物について廃棄先が決まるまでの間は建屋内に安全に保管していきます。

＜原子炉領域＞

・炉内構造物

・原子炉圧力容器

・原子炉圧力容器を取り囲む

放射線遮へい体

＜原子炉領域周辺設備＞

・原子炉格納容器

第１段階 第２段階 第４段階第３段階

15
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被ばく低減のための安全対策

放射能レベルが比較的高い炉内構造物は、遠隔操作での水中切断をおこない、水中で放射能

レベルごとに容器に収納します。

また、容器を運搬する際は、遮へい体で覆う等の放射線防護の措置を行い、廃棄先が決定す

るまで、耐震性が高く放射線遮へい効果もある原子炉建家の地下階で安全に保管します。

〈解体撤去物の切断、運搬、保管のイメージ〉

収納，運搬

放射能レベルの比較的高い
解体廃棄物まで保管する区域

解体撤去物を
収納した容器

（例：１号炉 原子炉建家地下2階）

放射能レベルの極めて低い
解体廃棄物の保管区域

16
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廃止措置工程の変更

工事方法、廃棄体数の低減、被ばく低減のための安全対策を反映し、慎重かつ効率的に工事を進め
るため、1,2号機同時に解体を行う計画から、 2号機を先行し1号機の解体を順番に行う計画とします。

先行する２号機で得た知見・ノウハウを１号機に反映し、より安全かつ効率的な解体を目指します。

廃止措置工程の第３段階の期間を現計画6年から12年に延長し2035年度までとします。

燃料搬出

汚染状況の調査・検討

系統除染

完了目標
（2036年度
→2042年度）

建屋等解体撤去

2号機 原子炉領域の解体撤去

第１段階 (2009年度~) 第２段階 (2015年度~) 第３段階 (2024年度~) 第４段階 (2036年度~)

・ほう酸注入系
・液体廃棄物処理系

・建屋空調系

・炉内構造物

・原子炉上蓋 ・原子炉容器

・原子炉格納容器・排気筒

・タービン、発電機

・タービン建屋
・原子炉建屋

原子炉領域周辺設備の解体撤去

放射線管理区域外の設備・機器の解体撤去

放射性廃棄物の処理処分（運転中廃棄物又は解体廃棄物）

・サプレッションチェンバ（S/C）

・格納容器 機器搬入口
（遮へい壁含む）

・給水加熱器

解体工事準備着手 原子炉領域 解体撤去着手原子炉領域周辺設備 解体撤去着手 建屋等 解体撤去着手

赤字：変更申請する内容

・放射線遮へい体

第３段階終了
（2029年度

→2035年度）

１号機 原子炉領域の
解体撤去

知見・ノウハウをフィードバック

17
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１，２号海水取水経路の変更

18

水 色：取水路

青 色：連絡水路

ピンク：撤去・閉塞範囲

１号
取水路

３号
取水路

２号
取水路

廃止措置の進捗に伴い、取水路からの多量の海水を必要としなくなったことから、3号機の
取水路との連絡水路より海水を取水します。

1,2号機の取水路および取水塔は不要となることから、海岸法に基づく原形復旧並びに国有
財産法に基づく原状回復として、取水路の埋め戻し※、取水塔の撤去をおこないます。

：撤去

：閉塞

国有財産法に基づく原状回復 海岸法
に基づく
原形復旧

汀線 海岸保全
区域境界

※廃止号機施設から敷地内に津波が流
入する可能性となる経路を閉塞すること

で、発電所全体の安全性向上に寄与する。

AA-A断面イメージ

A

取水経路

連絡水路
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⚫今後も、安全最優先で、浜岡原子力発電所の

運営に努めてまいります。

⚫また、地域の皆さまからいただいた声に丁寧に

お応えし、皆さまに信頼いただける発電所を

目指してまいります。
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